
訓練開始２～３ヶ月前

共同訓練当日

○ 訓練内容の検討（コミュニティ放送局がある場合、当日の放送に合わせて番組内容を検討）
※ 数多くの住民に聴取いただきたいという趣旨もありますため、自治体イベント（防災訓練等）の中に放送訓練も盛り込んでいただけると助かります。

○ 送信場所の検討（自治体庁舎なのか、防災訓練会場の臨時ブースなのか）

※ 訓練会場周辺、実際に避難所となるエリア周辺等を念頭にアンテナの設置場所及び設置位置（高さ）をご検討ください。

○ 送信場所が確定次第、関東総合通信局において、電波伝搬状況の分析及び他の無線局との運用調整を開始

地方自治体が関東総合通信局所有の放送用設備を用いた共同訓練の流れ

訓練開始１ヶ月前

○ 放送訓練用設備の借用申請書のやりとり（メール）、送信場所の現認（必要に応じて）

訓練開始１週間～数日前

○ 当日の放送内容確定
○ 臨時災害放送用設備の受け取り

※ 大変お手数ですが、当局(千代田区役所が入館する庁舎)まで、設備を受け取りに来ていただけると助かります。
※ 設備の大きさとしては、Ｋワゴン車又はセダンタイプの乗用車のトランクルームに搭載可能なサイズとなります。重量３０kg程度。

○ 関東総合通信局所有の放送用設備（実験試験局）を用いて、首都圏の地方自治体が訓練を行なう場合の流れは以下の通りです。
○ 地域住民への情報伝達手段のひとつとして、臨時災害放送局を検討するためには、事前に放送訓練を行ない、実際にラジオ
受信機で放送が聞える範囲を確認しておく意義は大きいと考えております。

○ 機器設営、調整（関東総合通信局の職員が実施。コミュニティ放送局と共同実施の場合には一緒に機材調整）
※ 早朝から訓練を実施する場合には、前日から対応いたします。

共同訓練終了後

○ 臨時災害放送用設備の返却(数日後の返却でも結構です)
○ 共同訓練に関するアンケート(感想)へのご協力 これまでに実施した共同訓練の例は次ページのとおりです。

訓練開始半年～数ヶ月前

○ 自治体における周知広報等の関係もありますので、訓練を企画された段階で関東総合通信局放送課へご相談をお願いします。



（参考）これまでに共同開催した訓練の一例

・日時：令和５年９月１日（金）９：００～１２：００

・場所：相模総合補給廠一部返還地等 ・周波数等：７７．１MHz

「第44回九都県市合同防災訓練」
(相模原市及び(株)エフエムさがみとの協同訓練)

・日時：令和５年８月２６日（土）１２：００～１５：００

・場所：小田原市役所前庭・西側駐車場 ・周波数：８８．５MHz

「おだわら防災フェスタ2023」
(小田原市及びＦＭ小田原（株）との協同訓練)

・日時：令和５年 ５月 ３日（水）・4日（木） １１：００～１６：００

・場所：小田原城址公園二の丸広場 ・周波数：８９．２MHz

「オダワラ オープンマルシェ ～デイキャンプ2023～」
(神奈川エフエムネットワーク(KFN)との協同訓練)

（番組表）

（番組表）

・日時：令和６年２月８日（木） １０：００～１１：１５

・場所：水戸市役所内会議室 ・周波数等：７８．８MHz

※アンテナは水戸市所有のものを使用。

「水戸市いっせい防災訓練」
(水戸市及び水戸コミュニティ放送（株)との協同訓練)


